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「漫画をあまり読まない人でも知っている作品を五作以上描いた人を漫画家とする。」


古川モトイ




　Facebookに皆さんご存知のmurboさんがタイトルの遊びを提示された。murboさんの自説では「～すると、70年代初頭でいなくなる」のようになっているが、果たしてそうだろうか？直接、Facebookにコメントしても良さそうなものだが、あまりにも面白そうなテーマなので取り上げてみた。




　最初に「漫画」とはなにか一度さらっと書いておかなければなるまい。これはかなり難しい定義の話になるが、故やなせたかし先生は社団法人日本漫画家協会代表理事理事長を12年勤められた。やなせ先生は漫画家だ。やなせ先生が漫画家であられることに異論をはさむ場合、それは異論をはさんだ人間の超個人的な見解であるとさせていただく。次に「漫画と劇画は分けるべきか？」問題がある。この話は非常に難解で、今回は「劇画は漫画に含める」を採用させていただく。こうしないと「漫画論」で話が終わってしまう。そして、私はあまり詳しくない。さらに拡大して「それは劇画だから漫画ではない」「それはコミックだから漫画ではない」という類の意見は無視することとする。

　それでは「漫画をあまり読まない人でも知っている作品を五作以上描いた人を漫画家とする。」ゲームを始めてみよう。再度、ルールを確認すると「漫画をあまり読まない人」となっている。なので「漫画以外の娯楽に明るい人間はある程度想定しても良い」事として、このルールを「補足1」と呼ぶことにする。次に「作品を五作以上描いた人」となっているため、「作品」は「漫画」に限られていない。但し「描いた」となっているため「作画」は必要条件とする。このルールは「補足2」としておく。さらに「作家名を認知されている」必要性は謳われていない。「作品」の認知を持って条件を満たすと考える。このルールを「補足3」とする。最後に「知っている作品」は単に「知っている」だけで「読んでいる」とは書いていないところから「作品が漠然と認知されていれば良い」ものとし、例えば「賭博黙示録カイジ」などは「カイジ」と認知されていれば「賭博黙示録って漢字で書ける人少なくない？」的な論法は避ける。また各漫画家ごとに列挙されている５つの作品は私、古川の独断で「マンガ好きじゃなくてもタイトルぐらい知ってるでしょ？」を挙げている。異論は当然認める。




　まずは「補足1」から考えてみよう。例えば「漫画は詳しくなくても映像作品はそこそこ見る人間」にスポットを当ててみよう。マーヴルコミックスの作品は近年、映画界で存在感を増している。「X-MEN」「スパイダーマン」「キャプテンアメリカ」「超人ハルク」「アイアンマン」「ファンタスティックフォー」「アベンジャーズ」「スター・ウォーズ」「マイティソー」さらには「トランスフォーマー」まで、しかもそれぞれ映画としてきちんとヒットしている。アメコミでは制作現場では高度に分業が行われていて、しかも、作画作業をするクリエイターは幾つかの作品を渡り歩く傾向がある。なので映画化された作品数が多いマーヴルであれば「日本人の多くがクリエイターの名前は知らずとも、5作品ぐらい知っている」クリエイターが複数存在する。原作者のスタン・リーは漫画に詳しくなくとも名前ぐらいは知っている人もいるかもしれない。（スタン・リーは「描か」ないので今回は含めない）。私も手元に資料が無いので確実な事は言えないが、「映画として認知度が高い作品のコミックに5作品以上参加した漫画家」はマーヴルコミックから結構掘り出せるはずだ。キャプテン・アメリカを生み出した二方はどちらもご他界されたが、今でもキャプテン・アメリカは次世代のクリエイターの手によって描かれ、闘い続けている。これは日本とアメリカのマンガ制作の違いが産む現象といえる。この群に入るのは




　ジャック・カービー「アヴェンジャーズ」「キャプテン・アメリカ」「ファンタスティック・フォー」「ハルク」「X-MEN」ほか

　マーク・シルベストリ「バットマン」「ハルク」「X-MEN」「スパイダーマン」「ウルヴァリン」ほか

　ジム・リー「バットマン」「スーパーマン」「X-MEN」「ファンタスティック・フォー」「アイアンマン」ほか




　また「補足1」から、ドラマ化・アニメ化・映画化による漫画以外の媒体での知名度の獲得という部分を掘り下げてみよう。Wikipediaには「作品がテレビアニメ化されたことがある漫画家一覧」というページが存在し、5作品以上アニメ化された作家はかなりの精度で洗い出せる。最初に目につくのはあだち充先生。「タッチ」「みゆき」「ナイン」「陽あたり良好!」「H2」「クロスゲーム」と堂々の6作品だが、忘れてはいけないのがあだち充作品はドラマ化、映画化も数ある。次に目に飛び込んでくるのが1998年に60歳の若さでお亡くなりになった石ノ森章太郎大先生で、70年代初頭は精力的に活動されていたと記憶している。七戸輝正先生と太田仁先生の共同ペンネームである「介錯」名義の作品は6作品がアニメ化、「鋼鉄天使くるみ」においては実写化も。惜しいのが甲斐谷忍先生でアニメ化は1作品でもドラマ化作品が「ソムリエ」「霊能力者 小田霧響子の嘘」「LIER GAME」と並ぶ。以前から私、古川は「甲斐谷作品はドラマと親和性が高い」と思ってやまないので、多分そのうちまた実写化するだろう。5作品到達は時間の問題だと思う。対して「巨人の星」の川崎のぼる先生は今日も作家活動は続けておられるが、漫画は確かに70年代前半でほぼ身を引いておられる。これをどう判断するかは難しいが、近年、「巨人の星」を原作に作品舞台をインドのクリケットに変えたインド産アニメ「スーラジ・ライジングスター」は割と記憶に新しい。他、CLAMP、高橋留美子、ちばてつや、手塚治虫、永井豪、藤子・F・不二雄、藤子不二雄A、松本零士、横山光輝（敬称略）までが70年代前半以降も活動されていた「5作以上

　アニメ化作品を持つ」漫画家となる。

　ここまで列挙して私自身も違和感がある。「漫画」と「アニメ」は隣接領域だから「漫画をあまり読まない人」は「アニメもさほど見ない」だろうという違和感だ。これが「漫画やアニメをあまり見ない」と問題を変えると途端に「漫画家」は減るかもしれないが、ここで、まだ名前が挙がっていない1人の漫画家をご紹介したい。その漫画家とは弘兼憲史先生である。代表作は「課長島耕作」だ。そして現在は「会長島耕作」を連載中だ。

　「漫画をあまり読まない人」でも「島耕作」の名前は知っているだろう。作中で社長職に就任した際には、企業さながらの新聞広告が載った。以降、役職が変わるたびにニュースになる。結局、1983年「課長島耕作」の名前で連載が開始されたところから順調に「部長島耕作」「取締役島耕作」「常務島耕作」「専務島耕作」「社長島耕作」「会長島耕作」「ヤング島耕作」「係長島耕作」「学生島耕作」と作品のバリエーションを増やしてきた。大々的に新聞に掲載された「社長」はさることながら、ある程度、組織の役職が分かる人間なら一度見たらなかなか忘れない。「○○島耕作」は明快過ぎる。この「島耕作」シリーズに関して言うと、漫画とアニメの親和性に配慮して考えた上でも間違いなく「漫画をあまり読まない人でも知っている作品を五作以上描いた人を漫画家とする。」に当てはまるのではないか。

　ここまで書いてきて「なぜ手塚治虫先生のご存命だった70年代初頭で線引きしたのか？」という疑問は残る。盛大な釣りだったのではないかという気さえしてくる。まあとにかく、私の思いつく70年代後半以降にも漫画家としてご活躍された「アニメ、漫画、ドラマ、映画をあまり見ない人でも5つ以上の漫画作品を知っている」だろう漫画家の先生方は以下の通り。




　手塚治虫「鉄腕アトム」「火の鳥」「ブラックジャック」「ジャングル大帝」「マグマ大使」など

　藤子不二雄A「オバケのQ太郎」「怪物くん」「忍者ハットリくん」「プロゴルファー猿」「笑ゥせぇるすまん」など

　藤子・F・不二雄「オバケのQ太郎」「パーマン」「ドラえもん」「キテレツ大百科」「21エモン」など

　石ノ森章太郎「オバケのQ太郎*」「仮面ライダー」「サイボーグ009」「マンガ日本経済入門」「HOTEL」（*作画）

　弘兼憲史「～島耕作」シリーズ「黄昏流星群」など

　横山光輝「鉄人２８号」「バビル２世」「三国志」「魔法使いサリー」「ジャイアントロボ」




　「補足2」に話をうつす。漫画家が描いていれば作品としてカウントするのならば、アニメ映画やゲーム、その他のデザインもカウントできてしまう。この場合、当然、漫画家でアニメーターの宮崎駿先生を筆頭としてもそう異論は挙がらないだろう。またマンガのみならずゲームのキャラクターデザインでも著名な鳥山明先生がおられる。特に鳥山先生に関しては、才覚を現し始めた頃、「イラストレーターより絵が上手いヤツがマンガを描き始めたら俺たち漫画家はどうなるんだ？」との衝撃が走った聞いている。それもそのはず、そもそもがプロのデザイナーでイラストレーターだった。




　宮崎駿「風の谷のナウシカ」「天空の城ラピュタ」「となりのトトロ」「千と千尋の神隠し」「もののけ姫」など

　鳥山明「Dr.スランプアラレちゃん」「ドラゴンボール」「ドラゴンクエスト」「桃太郎電鉄」「東山動植物園のコアラ舎シンボルマーク」




　「補足3」では「あれ？あの作品ってあの漫画家が描いてたの？」というブツが対象になる。ここまでも比較的「意外性」のある作品は挙げられているかも知れないが、このカテゴリーの筆頭はやはり京都精華大学教授のすがやみつる先生ではないだろうか。「ゲームセンターあらし」が代表作だが漫画家としては石ノ森章太郎に近しい人物で、石ノ森原作作の特撮モノのコミカライズを幅広く手がけている。また私個人としては「こんにちはマイコン」を強く推したい。この作品はMS-DOS出現以前の日本のコンピューター業界では非常に重要な作品で、私も子供の頃持っていた。ただし、「マイコン」と言う言葉が聞かれなくなった現況を鑑みて、作品名をここで紹介するにとどめる。




　すがやみつる「ゲームセンターあらし」「仮面ライダー*」「人造人間キカイダー*」「秘密戦隊ゴレンジャー*」「がんばれ！！ロボコン*」（*コミカライズ）




　ここまで書いて私自身もかなり見落としがあるように感じる。まだ「パチスロで名を売った作品」や「漫画家としてプロデビューした後にゴーストライターやアシスタントに転向した作家」もいるからだ。またこの試みは「5作品」という縛りによってかなり面白くなっている。この5と言う数字に根拠はなさそうだが、発行部数でギネス記録を持つ「ワンピース」の尾田栄一郎先生などは食い込めない。また赤塚不二夫先生に関しても相当に悩んだが、私の基準では「おそ松くん」「天才バカボン」「ひみつのアッコちゃん」の３作品を挙げた所で「もーれつア太郎」で悩む。Wikipediaによると「レッツラゴン」を代表作としてあげているが、あくまで私の基準では「厳しい」とさせていただく。赤塚不二夫がすごいのはむしろ卓越したキャラを作るセンスで「イヤミ」「ちび太」「ニャロメ」「ウナギイヌ」「本官」「ダヨーン」「ハタ坊」「レレレのおじさん」「デカパン」とインパクトの強いスーパーサブが揃って赤塚ワールドを磐石にしている。この興味深く味わい深い設問に一つ注文をつけるとしたら、上でも少々触れたが「70年代初頭」の線引きはせめて手塚治虫没年にしても良かったのではないかと思う。ただ、出題の仕方に文句を言うのは今回の記事の趣旨に反する。最後に私が上で挙げたタイトルには「それはマンガ好きじゃないと知らないだろ？」と言うものが混じっているかもしれないが、これはあくまで私、古川モトイによる考察なのでご容赦いただきたい。また不正確な情報もあるかもしれないが平にご容赦いただきたい。




　ということで今月の詞は音源の手売りが始まるかもしれない曲の詞です。
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　毎日三回、母は食事を冴子に運ぶ。しかし、全く食べようとしない。首を伸ばせば食べられる位置に置いてもだ。一方、僕は、時折冴子に水を飲ませる。奥田教授が教えてくれた呪文を唱えながら。呪文で大人しくなった冴子は、咽びながらちびちびと水を吸い込む。

　それにしても、これだけ食事をしないのに痩せるどころかだんだん太っていくのが不思議だ。特に下腹部が大きく膨らんでいる。まるで妊娠しているみたいに。

　いずれにせよ、元気だった頃の冴子の面影はもうどこにもない。顔は腐乱死体のそれのようだし、体もまるでぶよぶよにふやけた土左衛門のようだ。

　奥田教授は一日おきにやってきてくれる。新崎誠も我が家へ足繁く通っている。しかし、事態はいっこうに進展しない。一体、冴子が元に戻る日は本当に来るのだろうか。このまま死んでしまうのではないか。

　いや、本当にゾンビになってしまったのなら、とっくに死んでいる。

　やがて、年末を迎える。冴子がゾンビになってから、一ヶ月が過ぎた。一ヶ月、食事もしなければ、排泄もしない。ただ、水を少し飲むだけ。それで、どうして生きていられるのか。奥田教授は、暗示が解けたら食事を再会するだろうと言うが、本当にそうなのだろうか。やはり、正真正銘のゾンビになってしまったのではないか。それとも、医者に相談すべきか。

　そしてそれは、奥田教授がいるときに起きた。

　奥田教授がいてよかった。でなければ、僕や父や母では対処しきれなかっただろう。

　いつものように、奥田教授は冴子に近い位置に立って呪文を唱えている。全身に人骨でできた装飾品を散りばめ、腰蓑を巻いて。教授によれば、呪文はゾンビを還元させる効果のある呪文だそうだ。つまり、ゾンビとなった死体をもとの死体に戻す呪文である。これを唱えれば、冴子は暗示から解放されて、元に戻るかもしれない。しかし、冴子は唸り、威嚇するだけで、呪文はいっこうに効かない。教授によれば、ゾンビを元に戻すパウダーというのがあるらしいが、あいにくどんなパウダーなのか、まだ解明されていないらしい。そのパウダーの製法がわかれば、冴子は助かるかもしれない。

　教授が呪文を唱え、冴子が唸る。何とも異様な光景だ。しかも、後の研究のためにビデオカメラで一部始終を撮るように言われている。僕は嫌々ながら二人の有様をビデオカメラで撮影しつづけた。

　と、冴子がいきなり苦しみはじめた。

　とうとう呪文が効いたのか。僕は思わずビデオカメラの液晶画面から顔を上げた。しかし、奥田教授は依然として一心不乱に呪文を唱えつづけている。僕は教授に話しかけたかったが、儀式の間は話しかけないでほしいと言われていたのでそのままにした。

　冴子の苦しみは次第に増していくようで、ベッドの上で派手にのたうち回りはじめた。

　そのころになると教授も冴子の異変に気づいたようで、呪文を中断して額の汗を手の甲で拭い、冴子の顔を覗き込んだ。

　もういいだろう。僕は教授に話しかけた。

「いよいよですか」

「しっ。静かに」

　教授は口の前に人差し指を立てて僕を制し、冴子にそっと近づいた。冴子はますますひどくのたうち回る。まるで地獄の底から響くような声で唸る。見ていられなかった。早くどうにかしてくれ！ 僕は奥田教授に叫びそうになった。

　そして、冴子は絶叫しはじめた。

　まるでロープをふりほどこうとするような勢いだ。エビぞりになり、反対に体を丸め、ひどく苦しんでいる。下腹部が大きく波打っているのが、膿で汚れたパジャマの上からでもわかる。ベッドから転げ落ちそうになるので、僕は思わず駆け寄ろうとした。奥田教授が僕を引き留めた。冴子は激しく呼吸し、両膝を立ててベッドをドスンドスンと足で叩いている。

　と、冴子の股間が急に膨らみはじめた。

　膨らみはどんどん大きくなっていく。冴子の唸りは絶叫に変わった。だが、膨らみが一定の大きさになると、冴子は絶叫するのをやめ、ぐったりとなった。

「まさか」

　教授が呟く。僕が目をやると、教授は目をまん丸にしていた。

「どうしたんですか」

「大変だ！」

　教授はいきなり叫んだ。

「パジャマを脱がそう！ ズボンを剥ぐんだ！」

「どうしてですか！」

「股間を見たまえ！　一刻を争うぞ！」

　ぐったりとなった冴子に、教授が掴みかかる。パジャマのズボンのゴムに手をかけるので、僕はあわてて制止しようとした。いくらゾンビとはいえ、若い娘のズボンを剥がす権利は誰にもない。

　だが、教授は僕の手を振り払い、強引に冴子のパジャマのズボンを剥がしてしまった。パンティが露わになる。そのパンティは、まるで脱糞したかのように膨れ上がっていた。

　ただ、色はどす黒い肌色だった。

「お母さんを呼びたまえ！」

　さすがにパンティまでは剥がそうとしなかった。僕は部屋を出、階段の上から母を呼んだ。

　父と母が階段を上ってくる。

「一体どうしたの」

「どうしたんだ」

「先生が呼んでる」

　僕が言うと、父と母は冴子の部屋の中へ入っていった。僕がその後につづく。教授は父と母の方に目を向けず、ただひたすら冴子を注視していた。

「先生、どうしたんですか」

　父が訊ねる。教授はやっと父母の存在に気づき、こちらを振り返った。

「お母さん、冴子さんの下着を剥いでください」

「どうして……」

　言葉の半ばで母は口をつぐんだ。冴子の股間を見て、驚嘆したようだ。

「一体なんですか、あれは」

「男性陣は目を背けていましょう。お母さん、お願いします。下着を剥いで、中身を確認してください」

「でも、襲ったりしませんか」

「今はぐったりしているから大丈夫です」

　教授の言うとおりに、僕と教授と父は目を背けた。母がそろそろと冴子に近づく。その後、パンティをずりおろす音が聞こえた。

　そして、母の悲鳴。

「お母さん、下着を元に戻して！」

「は、はい」

　母の声が震えている。だが、言われたとおりにしたようだ。

「お母さん、もうそっちの方を向いても大丈夫ですか」

「はい」

　僕たち男性陣は冴子を振り返った。冴子は下着だけでなく、パジャマのズボンもはいていた。

　だが、それだけではなかった。

　冴子の股間には、どす黒い肌色の固まりが転がっていた。

　ところどころ、血にまみれている。

　それは新生児だった。




【続く】


OCTA ORCAについて


murbo




　イラストレーターの八代とものりさんに3DCGのグループ展覧会に誘われて、取り敢えずfacebookの相談ページに登録してみたものの、なんとなく参加の方向へ向かい、5月下旬の開催だというのに未だ半分も手がつかない状態でえらいこっちゃな状態が今です。

　まぁ、3DCGをメインでやってないし、大したことはできないので人生の思い出作りと思ってえらいこっちゃながらちまちま作業中なのがOCTA ORCA。で、なんなんすか、OCTA ORCAって。ですよね。

　OCTA ORCAは、オクタオルカと読みます。展覧会のテーマが名古屋なので、名古屋由来のモノって何だろうと思い起こしたところエビフライとしゃちほこくらいしか浮かばなかったので、この二つを何とかしようとうだうだすることにしました。思い浮かぶかじゃなくて調べないのかという件については、名古屋と言えばなんだろうと言ったときにさっと思いつくものが無ければ、それは無いってことなので、この場は一旦調べちゃダメなのです。あ、読み方しか書いてませんね、しゃちをベースにした人型ロボットです。なのでオルカ。オクタはどうしたかと問うならば、手足羽根レザー砲などで計八本あり、またあちこちに八角形をデザインしていて、名古屋の市章の八から引用しています。後から気が付いて尻尾もつけてしまったので九本なんですが尻尾はカウントしないことにします。んで、この二つで話を作りまして、またまた何で話作ってんのかというと、展示物が静止画と映像があるからです。物語が無いとモデリングした物体の紹介映像を確実に作ってしまうので、それは格好悪いので回避すべく物語を作るのです。映像は物語るべきでとんちや物の紹介みたいなのは嫌だなあと思ってます。単に作る3DCGがしょぼいのでごまかしたいからでもあります。ごまかすためにちょびっと調べたり相談したりして、徳川宗春という大名を知りました。暴れん坊将軍でお馴染みの松平健（じゃなくて徳川吉宗）が緊縮財政を取ったときに経済的自由主義に近い政策をとった人で、当時は分からないが暴れん坊将軍との対比もあり大変痛快に思いました。で、これもちょっと拝借しようと思いまして、作品世界などを考えて作ったのがこちらのあらすじ。適当に敵メカを牛（牛鬼）型にしていたら、徳川宗春は白い牛に乗ってパフォーマンスしたようで運がいい状態で宗春様様です。一つだけですけど。



　ある列島の国は何度かの戦争による原子爆弾の攻撃と、地震由来の原子力発電所の事故よる放射能汚染で大気中の放射線量は人が生存することを許容しないものになっていた。

　最後の戦争で敗戦国となったこの国は、戦勝国によって生存可能な地域を分割統治され、それぞれに再開発が行われた。殆どが緊縮財政を選択したことに対し、中部地域にあるブラザーシティだけは経済的な自由主義による経済の活性化によって奇跡的に復興を遂げていた。経済的に社会は立て直されていたが、地下都市での生活を余儀無くされている。




　大気汚染については、何も対策は施されていなかったわけではなく、放射性物質除去システムを搭載した自己学習型ロボット（artificial intelligence）、グローバルキーパーGK1が投入されていた。それにもかかわらず地上の環境はむしろ悪化を辿っている。それは、ある一機のGK1がベータテスト中に致命的な不具合を自己修復したことから制御ネットワークから切断、GK1同士の新たなネットワーク構築、自己改良を繰り返し、取り込んだ放射性物質を新たに人体に毒性のある物質に変換し排出する機能を獲得したからである。




　経済的に余裕のあるブラザーシティの統治国は新たな放射性物質除去及び浄化とGK1システムの駆除を目的としたロボットとその運用システムOCTA-ORCA（オクタオルカ）を開発、新型自己学習コンピュータOCTA-ORCAは想定以上の効果を発揮していた。



　てな具合で、これをもとに映像も作ってまして、実写なんですけどｗ せめて実写に3DCGを合成すべきだろうなとか気弱になっています。多少でも3DCGをと思い、現段階のバージョンではワンカットだけ小さく登場させました。

　あらすじの前後の画像はFLY PRAWNというエビフライ型のOCTA ORCAの輸送機兼空気浄化装置です。

　映像はまだ修正する予定なので展示バージョンとは変わる予定。音も自作しているので、これがなかなかしんどい。なにかとあるとしんどいですけど、才能の無さゆえなのでまぁ仕方ないですね。SEは戦闘機などの飛行音で空自の基地が近いのでありがたくRECさせてもらっています。BGMはiOSアプリのKORG Gadgetでどうしようとか思いながらTV見つつトラック作りまして、Ableton Liveで並べなおしてさらにどうしようかと思いながら切り張りしつつびくびくしながらレンダリングしました。

　びくびくしてばかりでしんどいので少し他人に力を借ります。

　この作品世界は日本でありながら言語が中国語になっておりまして、中国が好きとかそういうことでなくて今の中国語の文字は昔ながらの繫体字と簡略化した簡体字がありまして、政府は簡体字を普及させようとし、台湾では都会的、おしゃれという感覚で繫体字が普及しているというのを演出として使いたいのですね。そこまでは調べたのですが、肝心の簡体字と繫体字どころかそもそも中国語が分からないので、ネットつながりの中国語に詳しい方に相談し、役所っぽい感じの文体にしたいとお願いしたら、さらに翻訳家にお願いして出来上がりました。この際に文章の相談なのに何を書きたいか説明するためにイラストを描くという、共通言語が結局絵だったことを思い知らさせる事態になりました。そこそこ絵が描けて良かったです。

　もう一つ、力を借りたのはナレーションです。さすがに何でも自分で作るには限界があります。キャストになるのはきつい部分があります。そこで、話すことを仕事にしている人を考えまして、年末年始のエアポケットのようなスケジュールを打診されたので、運の悪いことに自分が風邪を引いた状態ながらお願いしました。咳が酷くても全く問題なくRECとモニターが出来たのはネットのおかげです。ネット凄いというより、お互いにネットと音声のRECのノウハウ、尺が短かったなどのいくつかの条件がそろったからなんですが。

　そうしてRECした音声もAbleton Liveで加工してレンダリング。編集した映像に合わせる。合わせると言ってMAと言わないのは、音声とSEを参照して映像も調整するのです。カットも追加しています。その上で音を調整しなおして、今度はMAをします。MAは何かというとマルチオーディオの略で無音の映像に音を合わせて上手い事バランスとる作業です。

　映像を作るのは何とかなるのですが3DCGとなるとなかなかしんどいですね。とんちも無くモデリングしたものを紹介するようなももちょっとどうかなと思ってしまったので、仕方ないとはいえ、完成するかどうか自分でも心配しながら作業しております。

　完成してたら見に来てください。

【続く】



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記

murbo／第39号の編集後記です。

まぁ、ゆるいスタートで。でも配信が2/1なのでゆるいばかりは言ってられませんけどｗ




古川／今、TRPGのプレイ中なので後程！




murbo／あ、ネットゲーム。全然未知なものです。後ほどよろしく。




（そして、後ほど）




古川／TRPGは机をはさんでサイコロ使ってやるゲームなのでネットゲームじゃないんですよ。オフラインなんです。




murbo／パソコンすら使わないのですね。




古川／そうですね。ほぼ紙媒体ですね。




murbo／全然知らないので、変なことばかり聞いちゃいますが、カードを使うのですか？




古川／使うゲームもあります。ゲーム用に作られたカードの場合もトランプを使う場合も。




murbo／え、トランプマンでお馴染みのあのトランプですか？




古川／はい。サイコロの代わりに乱数として使ったりします。TRPGは種類が多いので、ゲームごとに工夫がありますよ。




murbo／それは興味深いですね。




古川／以前、TRPGのネタ書いてましたが、TRPG自体は元々ボードゲームの隣接分野です。




murbo／大昔そういえば本で分岐のあるゲームみたいなのがあったのを思い出しました。




古川／ゲームブックですね。




murbo／まさに種類が多岐に渡ってる。




古川／ゲームブックの中にもサイコロを使って乱数を取り入れたものや、別シートでヒットポイントを扱うものがありましたね。




murbo／結構人力でも拡張性あるんですね。

コンピュータでやってそうなことを手動でやってる。




古川／というより、元々、手動でやってたものがコンピューターになったのが世に知られるコンピュータRPGで、元はといえばRPGは人力のゲームのことを指していたんです。




murbo／RPGゲームもコンピューターが後なのか～。コンピューターならではは思ってるよりないのかな。




古川／どうなんでしょうね




そういえば、今回はまあぼさんの書き込みを出発点に書いたんですが、どうでした？ｗ




murbo／あんなに細かく考察してもらえるとは思いもよりませんでした。もうちょっときちんとレギュレーション考えればよかったですね。




古川／意外な発見多かったです。今回は数日かけてちゃんと書きましたｗ




murbo／アメコミは盲点でした。




古川／私はアメコミは結構早い段階で気づいたのですが、びっくりしたのは「島耕作シリーズ」でしたね。




murbo／あれは長期シリーズですね。




古川／実は「浦安鉄筋家族」もシリーズでかなり出ているんですが、逆にタイトルが覚えにくい印象なんですよね。掲載雑誌の「少年チャンピオン」の「連載が長すぎると全巻そろえるハードルが高い」と言う方針だと聞いています。




murbo／あのレギュレーションではシリーズは一つのタイトルとしてカウントするので。

タイトルは覚えやすいものが良いですね。そういう意味では島耕作シリーズは秀逸ですね。




古川／実際、「島耕作」読むと面白いんですよね。話のパターンがしっかりしていて「○○編」みたいなのがハッキリしてるんです。あとは、作品が長く続いているため、出てくるアイテムが時代を感じさせるところが逆にリアルですね。主人公が年取ってるので。




murbo／物語に時間があるのは良いですね。




古川／人気作品じゃないと出来ないのかもしれないですね。




murbo／ドラゴンボールは天下一武道会が始まったころから読まなくなりましたが、キャラクターが年を取っているのを見たことはあります。




古川／ドラゴンボールは読破したのは30過ぎてからでした。

話は変わりますが、リビングデッドシスターはまだ変化球持ってましたね。あちらはどこまで行くんでしょうｗ




murbo／思っていない方向へどんどん進みますｗ

北極大陸も思って見なかった方向へ進んで次回で40号ですよw

40号でも特別なことは取り立ててやらないんですがｗ

漫画の研究話はいずれやってみたいですね。




古川／いいですね




murbo／在野で研究してる人はいるんですよ。腰の重い人なのでなかなか誘いづらいｗ

単純な話で僕があんまり漫画を知らないという事もありますねｗ




てな事で、ふわっとしたまま、次回もよろしくお願いします。




古川／よろしくお願いします！




北極大陸　第39号

2018年2月1日発行

編集、レイアウト、各トビラのイラスト、コラージュ、レイアウト／murbo

発行／電子パブ

各作品の権利は各々の著作者に帰属します。
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